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公開授業２             第２学年算数科学習指導案 

                         

児 童  男１２名 女１５名 計２７名 

指導者  佐 々 木  桂    

 

１ 単元名  かけ算（１）「新しい計算を考えよう」（東京書籍「新しい算数 ２年下」） 

 

２ 単元の目標 

  乗法の意味について理解し，それを用いることができるようにする。 

 

３ 単元について 

（１） 教材について 

児童はこれまでに，第１学年で，「10がいくつで何十」という理解を基に，10のまとまりをつくり

その数を唱えて総数を求めたり，２とびや５とびで総数を求めたりするなど，同じ数のまとまりの個数

を数え，ものの総数を求めるといった乗法の素地的な経験をしている。 

これらの経験を受けて，本単元では，乗法が用いられる場面を通して，乗法の意味を理解できるよ

うに指導する。また，この意味に基づいて乗法九九を構成したり，その過程で乗法九九について成り立

つ性質に着目したりするなどして，乗法九九を身につけるようにする。そして，獲得した乗法九九を生

活や学習の中で活用できるようにすることが，本単元のねらいである。 

ここでの学習は，次単元「かけ算（２）」で６，７，８，９，１の段を扱うことで九九を完成させ，

さらに第３学年での「かけ算の筆算」，「わり算」の学習へと発展する。 

 

（２） 児童の状況 

本学級の児童は，目指す児童像「既習の知識や技能をもとに自分の考えを持ち，他者との関わりの

中で学び合うことを通して，さらによりよい考えや新たな知識・技能を創り出そうとする子ども」につ

いて，初めて出合う課題にも積極的に取り組み，みんなで学習を創り上げようとする意識が育ってきて

いる。しかし，７月の意識調査によると，友達の考えに付け足したり質問したりすることに苦手意識を

持っている児童が３割ほどいるため，友達の考えを自分の考えと比べて聞くことができるように取り組

んでいるところである。 

レディネステストからは，本単元に関わる既習事項は概ね理解していることが分かった。未習であ

るかけ算については，問題場面から立式でき，計算することができた児童は約５割，式だけの提示から

答えを出すことができた児童は４割で，若干の知識はあるが意味理解までには至っていないと思われる。 

    

４ 指導にあたって 

本単元の学習は，乗法の計算の性質やきまりを見つける活動を重視し，それを使うことで新たな課

題を解決するような展開にしていく。具体的には，「１つ分の数」の「いくつ分」という乗法の意味を

理解させるために，乗法の場面をおはじきやアレイ図で表現する活動を大切にする。「１つ分の数」や

「いくつ分」について視覚的なイメージを持たせるとともに，「１つ分の数」の「いくつ分」という言

い方にも慣れさせたい。また，乗法九九を構成する過程や乗法のきまりを学習する場面でも，自ら調べ，

発見できるように，アレイ図の操作を積極的に取り入れたい。 

関心・ 

意欲・態度 

・乗法のよさに気づき，ものの全体の個数をとらえるときに乗法を用いようとする。 

数学的な 

考え方 

・累加の考えや乗数と積の関係などを基に，乗法九九の構成の仕方を考え表現することが

できる。 

技能 ・乗法が用いられる場面を絵や図，言葉，式で表すことができる。 

・乗法九九（５，２，３，４の段）を構成し，確実に唱えることができる。 

知識・理解 ・乗法が用いられる場合や乗法九九について知り，乗法の意味について理解する。 

・乗法に関して成り立つ性質(乗数が 1増えるときの積の増え方や交換法則)を理解する。 
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 学び合い活動では，ペア活動を取り入れて意図的に話す場を設定したり，ある児童の半具体物操作を

ほかの児童が言葉で説明したり，質問や付けたしなどを促したりすることによって，一人ひとりが学び

合い，つなげる意識を育てていきたい。 

５ 指導計画（全 25時） 

時 目標 学習活動 おもな評価規準 

①かけ算 ９時間 

１ 

〔プロローグ〕 

・教科書ｐ.２の絵を提示し，遊園地の入り口付近で整列した人とばらばらの人の数を数えることを

通して，全体の数量を求めるときの数えやすさに気づき，興味・関心を高める。 

○｢１つ分の数｣｢いくつ分｣

をとらえられるようにな

る。 

・絵を見て，それぞれの乗り物に乗って

いる子どもの人数を調べる。 
関ものの全体の個数を，

「１つ分の数」の「いく

つ分」ととらえるとよい

ことに気づき，数えよう

としている。 

考数量を「1つ分の数」の

「いくつ分」ととらえ，

説明している。 

２ 

・総数が同じでも１台に同じ人数ずつ乗

っているものといないものがあること

や，同じ人数ずつ乗っている場合でも

１台に乗っている人数が違うことか

ら，「１つ分の数」と「いくつ分」をと

らえる。 

３ 

○｢１つ分の数｣と｢いくつ

分｣の関係の場合に乗法

が用いられることを知

り，乗法の意味を理解す

る。 

・絵やおはじきを使って，全体の人数の

求め方を言葉で説明する。 

・５×３＝15の式の意味を知る。 

・用語「かけ算」と記号「×」を知る。 

技具体物のまとまりに着

目して，乗法の式に表す

ことができる。 

知乗法は，1つ分の数の大

きさが決まっていると

きに，そのいくつ分かに

あたる大きさを求める

場合に用いられること

を理解している。 

４ 

・教科書３，４ページの絵を見て，乗り

物に乗っている人数を乗法の式で表現

する。 

・２，５，４のまとまりになっているも

のの写真を見て，乗法の式に表す。 

５ 

○乗法の場面をおはじきや

式で表す活動を通して，

乗法の意味の理解を確実

にする。 

・乗法の式から，その場面をおはじきで

表す。 

・並んだおはじきを乗法の場面としてと 

らえ，乗法の式に表す。 

技乗法が用いられる場面

をおはじきや式で表す

ことができる。 

 

６ 

○乗法の答えは被乗数を乗

数の数だけ累加して求め

られることを理解する。 

・問題場面から数量の関係をとらえ，立

式や答えの求め方について考える。 

・乗法の答えは，被乗数を乗数の数だけ

累加して求められることをまとめる。 

知乗法の答えは，被乗数を

乗数の数だけ累加して

求められることを理解

している。 

７ 

○倍の意味を知り，ある量

の何倍かにあたる量を求

めるときも乗法を用いる

ことを理解する。 

・３cmの２つ分を，３cmの「２ばい」と

いうことを知る。 

・３cmの２倍の長さを求めるときも，３

×２の乗法の式になることを知る。 

知倍の意味を知り，ある量

の何倍かにあたる量を

求めるときも乗法を用

いることを理解してい

る。 

８ 

○身の回りから，乗法で全

体の個数を求められる場

合を見出し，簡潔に表現

できることのよさを実感

する。 

・身の回りから乗法の式になる場面を見

出す。 

・どのような乗法の式になるかを，「１つ

分の数」×「いくつ分」＝「全部の数」

を基に説明する。 

考身の回りから，乗法が用

いられる場面を見出し，

言葉や式で説明してい

る。 

９ 

○学習内容を適用して問題

を解決する。 

・「力をつけるもんだい」に取り組む。 技学習内容を適用して，問

題を解決することがで

きる。 

②５のだん，２のだんの九九 ６時間 
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１０ 

○５の段の九九の構成の仕

方を理解する。 

・お菓子が１箱に５個ずつ入っていると

きの１～４箱分の個数を求める。 

・累加や５とびなどを用いて５の段の九

九を構成する。 

技５の段の九九を構成す

ることができる。 

１１ 

○５の段の九九を確実に唱

え，適用することができ

る。 

・用語「九九」を知る。 

・５の段の九九を見直す。 

・５の段の九九の答えは５ずつ増えてい

ることを確認する。 

・５の段の九九を唱え，カードなどを使

って練習をする。 

技５の段の九九を確実に

唱えることができ，それ

を用いて問題を解決す

ることができる。 

１２ 

・５の段の九九を用いて問題を解決する。 

１３ 

○２の段の九九の構成の仕

方を理解する。 

・１皿にすしが２個ずつ乗っているとき

の１～５皿分の個数を求める。 

・累加や２とびなどを用いて２の段の九

九を構成する。 

考５の段の九九の構成の

仕方を基に，２の段の構

成の仕方を考え，説明し

ている。 

技２の段の九九を構成す

ることができる。 

１４ 

○２の段の九九を確実に唱

え，適用することができ

る。 

・２の段の九九を見直す。 

・２の段の九九の答えは２ずつ増えてい

ることを確認する。 

・２の段の九九を唱え，カードなどを使

って練習をする。 

技２の段の九九を確実に

唱えることができ，それ

を用いて問題を解決す

ることができる。 

１５ 

・２の段の九九を用いて問題を解決する。 

③３のだん，４のだんの九九 ７時間 

１６
（
本
時
） 

○３の段の九九の構成の仕

方を理解する。 

・１パックに３個ずつ入っているプリン

の１～９パック分の個数を求めること

で，３の段の九九を構成する。 

・３の段では前の式の答えに３をたすと

答えが求められることを理解する。 

考乗法について成り立つ

性質を用いて，３の段の

九九の構成の仕方を考

え，説明している。 

技３の段の九九を構成す

ることができる。 

１７ 

○３の段の九九を確実に唱

え，適用することができ

る。 

 

・３の段の九九を見直す。 

・３の段の九九の答えは乗数が１増える

と３増えることを確認する。 

・３の段の九九を唱え，カードなどを使

って練習をする。 

技３の段の九九を確実に

唱えることができ，それ

を用いて問題を解決す

ることができる。 

 

１８ 

・３の段の九九を用いて問題を解決する。 

１９ 

○４の段の九九の構成の仕

方を理解する。 

・１袋に４個ずつ入っているみかんの１

～９袋分の個数を求めることで，４の

段の九九を構成する。 

・用語「かけられる数」「かける数」を知

る。 

・４の段では，かける数が１増えると答

えが４増えることを活用して４の段の

九九を構成し，乗数が１増えると積は

被乗数分だけ増えることを一般化す

る。 

考乗法について成り立つ

性質を用いて，４の段の

九九の構成の仕方を考

え，説明している。 

技４の段の九九を構成す

ることができる。 

２０ 

○４の段の九九を確実に唱

え，適用することができ

る。 

・４の段の九九を唱え，カードなどを使

って練習をする。 

・４の段の九九の答えは乗数が１増える

と４増えることを確認する。 

技４の段の九九を確実に

唱えることができ，それ

を用いて問題を解決す

ることができる。 
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２１ 

・４の段の九九を用いて問題を解決する。  

２２ 

○問題づくりによる，式の

読みや式に表現すること

を通して，５，２，３，

４の段の理解を深める。 

・２×５＝10，５×２＝10で表される問

題の式と答えをそれぞれ考え，乗法の

意味について理解を確かめる。 

考乗法の用いられる場面

をとらえ言葉や式で，説

明している。 

知被乗数，乗数の意味を理

解している。 

④まとめ ３時間 

２３ 

○学習内容を適用して問題

を解決する。 

・「力をつけるもんだい」に取り組む。 技学習内容を適用して，問

題を解決することがで

きる。 ２４ 

２５ 

○学習内容の定着を確認

し，理解を確実にする。 

・「しあげ」に取り組む。 知基本的な学習内容を身

につけている。 
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６ 本時の指導（16／25） 

（１）目標 

○３の段の九九の構成の仕方を理解する。 

 

（２）展 開 

段階 
〇学習活動 

・予想される児童の反応例 

指導上の留意点 

 仮説に関わる手立て     評価 

 

 

 

 

導 

 

入 

 

 

１０

分 

 

 

 

 

 

 

１ 問題を把握する 

○３個で１パックのプリンの写真を見て，気付

いたことを話す。 

・プリンが３個ずつ入っている。 

・１パックずつ増えているぞ。 

 ○プリンの総数の求め方を考える。 

・同じ数ずつ入っているから，かけ算かな。 

・３個ずつだから，３×１，３×２，３×３，

３×４。 

 

２ 課題を設定する 

  ３のだんの 九九を つくろう。 

３ 見通しを持つ 

○２の段の九九の構成ではどのようにしたのか

を思い出す。 

  ・２の段では２をたしていったから，３をた

していこう。 

  ・２の段では前の答えに２をたしたから、前

の答えに３をたそう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１つ分が３であることを確認し，いくつ分あ

るかとらえて，立式させる。 

 

・プリンの写真を４パックまで提示し，考える

手立てとする。 

・既習を想起し，解決の見通しを持たせる。 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

２５ 

分 

 

 

 

 

  

４ 自力解決する 

○３×１～３×９の答えを考える。 

 

５ 学び合う 

 ○３の段の九九の答えをどのようにして出した

のかを発表し，同数累加の方法と乗数と積の

関係を活用した方法について話し合う。 

  ＜同数累加の方法＞ 

・３＋３＋…と，３をたしていった。 

  ・アレイ図で言うと，３×１から１つ分ずつ

横へずらすような動きになる。 

  ・計算が大変。 

  ＜乗数と積の関係を活用した方法＞ 

  ・前の答えに３をたして次の答えを出した。 

  ・アレイ図で言うと，前の答えのまとまりか

ら横へ１つ分ずらすような動きになる。 

  ・計算するとき初めに戻らない。 

 ○考え方の違いや共通点を見出す。 

  ・アレイ図の動かし方が違う。 

  ・前の式の答えが，（同数累加の）計算の中に

ある。 

  ・どちらも３ずつ増えている。 

・既習を使って，同数累加や前の積に３をたす

ことによって答えを求めさせる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・同数累加のよさを認めた上で不便さも感じさ

せることにより，効率のよい方法に対する必

要感を持たせる。 

考３の段の九九の構成から，乗法について

成り立つ性質を考え，説明している。       

（発表） 

《努力を要する児童への支援》 

 乗数が１増えるごとに答えは３増えてい

ることを，アレイ図を操作することで確認

させる。 

主体的な学び合いのための手立て 

式とアレイ図の関連付け 

・式や言葉，アレイ図をつなげることで，考

え方の違いを明らかにするとともに，共通

点を見つけやすくする。 

・全員でアレイ図を操作することを通して，

乗数が１増えるごとに答えは３増えてい

ることを視覚的にも理解させる。 

課題意識を持たせるための手立て 

 

 

 

・３個で１パックのプリンの写真を１パッ

クずつ提示することで，３のまとまり

（１つ分）といくつ分，全体の数を意識

させる。 

・３の段の九九の構成ができそうだという

意欲につなげる。 

写真の提示による，解決方法の見通

しと意欲付け 
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  ・初めからたしていくよりも，前の答えに３

をたした方が，早く計算できる。 

・それぞれの考え方についてアレイ図で説明さ

せ，式とアレイ図をつなげる。 

・全員でアレイ図を操作することにより，考え

方の違いと共通点について見出す。 

・３の段の九九の構成は，乗数が１増えるごと

に答えは３増えていることと，それを活用す

れば九九を構成するのに効率がよいことに気

付かせ，今後も使えるのではないかという見

通しを持たせる。 

 

 

 

終 

 

末 

 

 

1０ 

分 

 

６ まとめる 

  ○「３の段のかけ算は，前の答えに３をたせ

ばできる。」ことをまとめる。 

 

 

 

 

 

７ 振り返る 

 ○本時の学習について振り返り，分かったこと

や今後も使えそうなきまりを自分の言葉で書

く。 

 ・前からたしていく方法でもできるけど，前

の答えに３をたせば，簡単に３の段の九九

ができる。 

 ・前からたしていく方法はたいへんだから，

前の答えに３をたすと便利。 

 ・４の段でも，前の答えに４をたせば九九を

作ることができそう。 

・板書をもとに振り返り，本時の発見を問うこ

とで，児童の言葉でまとめるようにする。 

 

・前の積に被乗数をたせば九九を構成できるこ

とが，３の段にも当てはまることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）板書計画 

 

 

３の段の九九は，１つ前の九九の答えに

３をたすとつくることができる。 

自己の学びを振り返らせるための手立て 

振り返りで再思考の場の設定 

・板書を通して全体で振り返ることによっ

て，自分の言葉で整理し，本時の学習をま

とめる。 

 

（移動黒板） 
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（４）目指す学び合いの姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・板書を通して全体で振り返ることにより、自分の言葉で整理し本    

時の学習をまとめる。 

 

 

 

 

 

・３個で１パックのプリンの写真を１パックずつ提示することで、３

のまとまり（１つ分）といくつ分、全体の数を意識させる。 

・３の段の九九の構成ができそうだという意欲につなげる。 

 

 

 

 

 

・式や言葉，アレイ図をつなげることで，考え方の違いを明らかにすると

ともに，共通点を見出しやすくする。 

・全員でアレイ図を操作することを通して，乗数が１増えるごとに答え

は３増えていることを視覚的に理解させる。 

 

活
か
す 

つ
く
る 

つ
な
ぐ 

課題意識を持たせるための手立て 

自己の学びを振り返らせるための手立て 

主体的な学び合いのための手立て 

 学
び
を
深
め
る 

写真の提示による，解決方法の見通しと意欲付け 

振り返りで再思考の場の設定 

児童の思考 

・プリンが３個ずつ入っている。 

・１パックずつ増えていくぞ。 

・同じ数ずつ増えているから，かけ算かな。 

・１つ分×いくつ分＝全体の数だから，３×１，３×２，３

×３，３×４。 

児童の思考 

・前の式の答えが，前からたす計算の中にある。 

・答えの出し方が違うと，アレイ図の動かし方も違う。 

・アレイ図で言うと，前の式の答えはまとまりになっている。 

・式でもアレイ図でも，いくつ分が１増えると，答えは３増える。 

児童の思考 

・前からたしていく方法でもできるけど，前の答えに３をたせば，

簡単に３の段の九九ができる。 

・前からたしていく方法は大変だから，前の答えに３をたすと便利。 

・４の段でも，前の答えに４をたせば九九を作ることができそう。 

式とアレイ図の関連付け 
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